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広報

No.1001 2017年（平成29年）

1
1日号

【人口と世帯数】平成28年12月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口90,989人（1,051人）
●　男　44,882人（312人）
●　女　46,107人（739人）
●世帯数39,769世帯
　　　　　※外国人住民の世帯を含む

【11月中の動き】※外国人住民を含む
●転入　244人　●転出　197人
●出生　 53人　●死亡　　　86人

◆新年のごあいさつ（Ｐ２～３）
◆平成28年度12月補正予算（Ｐ４）
◆監査結果の公表（その１）（Ｐ６～７）
◆茂原市人事行政の運営等の状況（Ｐ８）

今月の日曜開庁 1月22日㊐ 8時30分〜17時15分

市 民 課（2階）　☎（20）1502
市民税課（2階）　☎（20）1577
収 税 課（2階）　☎（20）1578

　 本納支所　　　　☎（34）2111
証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで  市 民 課（2階）　☎（20）1502

※一部取り扱えない業務もありますので、くわしくはお問い合わせください

よ
い
し
ょ

よ
い
し
ょ

　12月2日、豊岡幼稚園でもちつき大会が行われ、
園児たちは交代で杵を持って挑戦しました。
　園庭には、「よいしょ、よいしょ」と大きな掛け声が
響いていました。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
４
月
の
茂
原
市
長

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
無
投
票
当

選
と
い
う
形
で
３
期
目
の
茂
原
市

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら

頂
戴
し
た
信
頼
と
期
待
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
今
後
も
財
政
健

全
化
を
念
頭
に
茂
原
市
の
将
来
を

見
据
え
た
上
で
「
大
胆
に
着
実

に
」
さ
ら
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
着

手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
28
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
南
米
で
初
め
て
の
開
催

と
な
っ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
本
は
歴
代
最

高
と
な
る
41
個
の
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て

も
前
回
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
を
上
回

る
24
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な

ど
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
弾
み
の
つ
く
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

本
市
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
８

月
に
市
民
体
育
館
相
撲
場
に
て
錣

し
こ
ろ

山や
ま

親
方
（
大
相
撲
元
関
脇 

寺
尾
）

と
立
田
川
親
方
（
元
小
結 

豊ほ
う

真ま

将
し
ょ
う

）
の
錣
山
部
屋
に
よ
る
「
ふ
れ

あ
い
相
撲
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
部
屋
の
力
士
に
よ
る
迫
力
あ

る
公
開
稽
古
の
披
露
や
、
ち
ゃ
ん

こ
鍋
の
振
る
舞
い
な
ど
、
約
千
人

が
来
場
し
、
力
士
と
の
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。

ま
た
、「
広
報
も
ば
ら
」
で
も

紹
介
し
ま
し
た
、
萩
原
町
出
身
で

昨
年
の
プ
ロ
野
球
日
本
選
手
権
シ

リ
ー
ズ
を
制
し
た
、
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
高
梨
裕ひ

ろ

稔と
し

投
手
が
最
優
秀
新
人
に
選
ば
れ
る

な
ど
、
私
た
ち
に
夢
と
希
望
と
感

動
を
与
え
て
く
れ
た
１
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
熊
本
地
震
を
は
じ
め

と
し
た
震
度
６
以
上
の
地
震
が
各

地
で
発
生
し
、
気
象
庁
の
観
測
開

始
か
ら
２
位
タ
イ
と
な
る
６
つ
の

台
風
も
上
陸
す
る
な
ど
、
防
災
へ

の
取
り
組
み
に
終
わ
り
の
な
い
こ

と
を
痛
感
し
た
１
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
８
月

27
日
に
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災

行
動
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
第

37
回
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練

（
千
葉
県
会
場
）
が
東
郷
の
富
士

見
公
園
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
市
民
、
関
係
機
関
な
ど
約

５
千
人
、
１
０
１
機
関
の
参
加
を

得
て
、
救
助
訓
練
や
避
難
所
運
営

訓
練
な
ど
を
行
い
、
災
害
へ
の
備

「
茂
原
の
創
生
」

         
さ
ら
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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え
を
確
か
な
も
の
と
す
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
防

災
・
減
災
対
策
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

話
は
変
わ
っ
て
、
近
年
、
全
国

の
自
治
体
が
共
通
し
て
抱
え
る
大

き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

本
市
で
も
例
外
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。一

つ
は
、
公
共
施
設
等
の
老
朽

化
で
す
。
学
校
施
設
を
含
む
公
共

施
設
の
多
く
が
、
建
築
後
30
年
以

上
経
過
し
て
お
り
、
今
後
、
現
状

を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
多
額
の

財
政
負
担
を
要
す
る
こ
と
が
明
ら

か
で
す
の
で
、
施
設
の
再
編
等
に

つ
い
て
示
し
た
「
茂
原
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
計
画
に

の
っ
と
り
、
公
共
施
設
等
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
少
子
化
を
背
景

に
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
、
多
く

の
小
中
学
校
が
小
規
模
化
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
小
規
模
化

は
、
学
校
運
営
や
教
育
効
果
等
に

様
々
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
本
市
で
は
将
来
に
わ
た
っ
て

学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配
置
が

維
持
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
統
廃

合
等
を
審
議
す
る
「
茂
原
市
学
校

再
編
計
画
審
議
会
」
を
設
置
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
を
整
え
る
こ

と
を
第
一
に
捉
え
、
今
年
度
中
を

目
途
に
、
学
校
再
編
に
関
す
る
基

本
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま

す
。い

ず
れ
も
地
域
バ
ラ
ン
ス
な
ど

の
様
々
な
要
素
が
絡
む
困
難
な
課

題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
未
来
に
繋

が
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
市

民
の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
29
年
は
、
後
期
基
本
計
画

を
具
現
化
す
る
茂
原
市
第
６
次
３

か
年
実
施
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年

で
す
。
行
政
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
が
、「
す
べ
て
の
市
民
が
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
茂

原
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
事
業
の

「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
私
の
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

笑顔あふれる年になりますように 昨年の出来事を写真で振り返りました
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平 成 2 8 年 度  1 2 月 補 正 予 算
平成28年茂原市議会第４回定例会において、一般会計２億5,902万円、特別会計１億8,948万円の補正 

予算が可決されました。

一般会計補正予算額　２億5,902万円（補正後予算額303億7,671万円）
（歳入）
○国庫支出金 ................................................................  5,664万円
○県支出金 ....................................................................  2,112万円
○寄附金 ........................................................................  3,426万円
○繰入金 ................................................................................. 1億円
○繰越金 ............................................................................ 601万円
○諸収入 ........................................................................  1,409万円
○市債 ...........................................................................  2,690万円

（歳出）
○議会費 ..............................................................................  64万円
○総務費 ........................................................................ △600万円
○民生費 ....................................................................  △1,094万円
○衛生費 ....................................................................  △2,101万円
○農林水産業費 ...................................................... 1億3,918万円
○商工費 ........................................................................ △100万円
○土木費 ........................................................................  2,347万円
○教育費 ........................................................................  2,468万円
○公債費 ................................................................................. 1億円
○予備費 ........................................................................  1,000万円

主な事業内容
・歳出

人件費を各費目にわたり補正 .............................  △8,253万円
【総務費】

情報化推進事業（情報セキュリティ強化対策電算委託料等）
 　................................................................................... 333万円
人事管理事務運営費 ......................................................  17万円
文書管理事務運営費 .................................................... 400万円
震災復興特別交付税返還金 ........................................ 174万円
庁舎維持管理費 ............................................................ 397万円
施設維持管理費（市民会館）（外壁落下防止工事） ........  1,648万円
地域公共交通運行事業 ................................................ 293万円
施設維持管理費（東部台文化会館）（雨漏り補修工事） ..... 443万円
過誤納還付金 ................................................................ 120万円
市長選挙及び市議会議員補欠選挙運営費 ............. △919万円

【民生費】
国民健康保険事業特別会計繰出金 ...........................  △40万円
後期高齢者医療事業特別会計繰出金 .................  △1,069万円
子ども医療費助成事業 ............................................  2,863万円
児童福祉総務費返還金 ................................................ 418万円
児童措置費返還金事業 ..................................................  19万円
母子福祉費返還金事業 ..................................................  22万円

【衛生費】
一般事務費（健康管理課） ............................................  65万円
母子保健事業 ..................................................................  47万円

【農林水産業費】
農業経営基盤強化促進事業
　（被災農業者向け経営体育成支援事業補助金） ...........  2,263万円
農産物直売所を起点とした魅力ある農業創出事業
　（農産物直売所建築工事等） ................................ 1億1,300万円
用排水施設整備事業 .................................................... 128万円

【商工費】
中小企業資金融資事業 ................................................ 189万円

【土木費】
道路橋梁管理費 ..............................................................  44万円
道路橋梁維持補修費 ................................................  1,290万円
交通安全施設管理費 .................................................... 996万円
交通安全施設整備事業 ................................................ 746万円
排水路維持管理費 ........................................................ 331万円
街路事業費 ......................................................................  99万円
市営住宅管理費 ............................................................ 218万円

【教育費】
鶴枝公民館施設維持管理費 ..........................................  50万円
共同調理場建設事業 .................................................... 270万円

【公債費】
借入金元金償還金
　（第三セクター等改革推進債繰上償還に伴う償還元金） ...... 1億円

【予備費】 ........................................................................  1,000万円

特別会計補正予算額　１億8,948万円
○国民健康保険事業会計	 6,053万円	 （国庫支出金等返還金等）
○下水道事業会計	 △32万円	 （人件費）
○農業集落排水事業会計	 93万円	 （人件費）
○介護保険事業会計	 1億3,903万円	 （地域密着型介護サービス給付費、介護給付費準備基金積立金等）
○後期高齢者医療事業会計	 △1,069万円	 （人件費）

お問い合わせは、財政課（４階）　☎（20）1517、Ｆ（20）1603へ。

※１万円単位で端数処理しています。

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�

（
敬
称
略
）

・
市
へ

▽
真
行
寺　

貴
子�

（
金
１
万
円
）

▽
松
橋　

亘�

（
金
１
万
円
）

・
市
内
小
学
校
、
幼
稚
園
へ

▽
株
式
会
社
小
沢
工
務
店

（
五
郷
小
学
校
＝
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

14
個
、
鶴
枝
小
学
校
＝
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
６
個
、
中
の

島
小
学
校
＝
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
台

２
台
、
本
納
小
学
校
＝
ジ
ャ
ン

ピ
ン
グ
ボ
ー
ド
３
台
、
五
郷
幼

稚
園
＝
こ
ろ
こ
ろ
ん
マ
ッ
ト
１

セ
ッ
ト
、
新
茂
原
幼
稚
園
＝
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
２
脚
・
ミ
ニ
ハ
ー

ド
ル
１
セ
ッ
ト
、
中
の
島
幼
稚

園
＝
図
書
カ
ー
ド
２
万
円
分
）

・
鶴
枝
小
学
校
へ

▽
金
坂
医
院

�

（
図
書
カ
ー
ド
10
万
円
分
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
房
総
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社

（
タ
オ
ル
３
０
４
枚
、
エ
プ
ロ
ン

７
枚
、
使
用
済
切
手
８
千
枚
）

▽
住
田　

正
雄

�

（
使
用
済
切
手
１
３
５
８
枚
）



昨
年
10
月
27
日
～
11
月
２
日
に

か
け
て
、
田
中
市
長
を
は
じ
め
、

教
育
長
、
市
議
会
、
商
工
会
議

所
、
茂
原
市
国
際
交
流
協
会
の
関

係
者
15
人
の
訪
問
団
が
、
４
年
振

り
に
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ソ
ル
ズ
ベ
リ
ー
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

滞
在
中
は
、
オ
ル
ド
リ
ッ
ジ
市

長
と
の
意
見
交
換
や
、
市
議
会
、

博
物
館
、
競
技
場
等
の
施
設
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
姉
妹

都
市
の
証
と
し
て
市
内
に
建
設
さ

れ
た
「
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ 

Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｋ
（
茂
原
公
園
）
」
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
「
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

Ｏ
Ｎ 

Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
茂
原
ま

つ
り
）
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
着

物
や
、
相
撲
、

居
合
、
空
手
等

の
日
本
の
文
化

が
紹
介
さ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
盛
大
な
歓

迎
を
受
け
ま
し

た
。

さ
ら
に
今
年
、
市
内
に
、
様
々

な
日
本
食
や
千
葉
県
の
地
酒
が
メ

ニ
ュ
ー
に
並
ぶ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｍ

Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

茂
原
市
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

今
後
も
、
学
生
交
流
を
は
じ

め
、
様
々
な
分
野
で
姉
妹
都
市
交

流
を
深
め
、
市
の
国
際
化
の
推
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
ソ
ル
ズ
ベ
リ
ー
市
っ
て
ど
ん
な

と
こ
ろ
？

ソ
ル
ズ
ベ
リ
ー
市
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
連
邦
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
州
ア
デ
レ
ー
ド
北
部
に
位
置

し
、
主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
人
口　

約
13
万
人

・
面
積　

約
１
６
０
㎞

・
気
候　

地
中
海
性
気
候

（
夏
28
℃
、
冬
７
℃
）

・
四
季　

日
本
と
は
逆

・
時
差　

30
分
早
い

・
産
業　

自
動
車
、
軽
工
業
の
製

造
、 

防
衛
、
電
気
、
情

報
通
信
、 

農
業

◆
な
ぜ
ソ
ル
ズ
ベ
リ
ー
市
が
姉
妹

都
市
に
選
ば
れ
た
の
？

市
で
は
、
平
成
５
年
に
姉
妹
都

市
提
携
に
つ
い
て
の
研
究
を
開
始

し
、
平
成
６
年
に
ア
メ
リ
カ
や
ド

イ
ツ
な
ど
の
市
町
４
候
補
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
左
記
の

選
定
理
由
に
よ
り
、
平
成
14
年
５

月
に
ソ
ル
ズ
ベ
リ
ー
市
と
の
調
印

が
行
わ
れ
ま
た
。

①
赤
道
を
挟
ん
で
反
対
側

②
人
口
規
模
が
共
に
10
万
人
程
度

③
平
地
が
多
く
、
海
に
近
接

④
産
業
構
造
が
似
て
い
る

⑤
大
都
市
に
近
接

お
問
い
合
わ
せ
は
、

企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６
、Ｆ
⒇
１
６
０
３
へ
。

姉
妹
都
市
交
流
を
深
め
る

ソ
ル
ズ
ベ
リ
ー
市
を
訪
問

行財政改革大綱第７次実施計画（案）

市では、「行財政改革大綱第６次実施計画」に基づき
様々な取り組みを実施しています。現在、さらなる行財
政改革の推進に向けて、平成29年度から平成31年度を計
画期間とする「行財政改革大綱第７次実施計画」の策定
作業を進めています。
そこで、広く市民の皆さんからご意見をいただき、計画

の策定に反映させるため、パブリックコメントを実施しま
す。
◆募集期間：１月４日㊌～２月３日㊎　
◆閲覧場所：経営改革課、同課ウェブページ、市役所１階

情報公開コーナー、本納支所
◆提出方法：書面の持参、郵送、FAX、Eメール
※�持参の場合は、８時30分～17時15分（土日、祝日、
年末年始を除く）

提出・お問い合わせは、経営改革課（４階）
〒297-8511茂原市道表１番地
☎（20）1702、Ｆ（20）1602へ。
Ｍgyoukaku@city.mobara.chiba.jp

茂原市地区計画の区域内における
建築物の制限に関する条例（案）

市では、適正な都市機能と健全な都市環境の確保を目
的とした条例（平成29年4月1日施行予定）を策定中です。
策定にあたり、広く市民の皆さんのご意見を反映させる
ため、パブリックコメントを実施します。

◆募集期間：平成28年12月19日㊊～1月20日㊎
◆閲覧場所：建築課、同課ウェブページ、市役所１階情

報公開コーナー、本納支所
◆提出方法：書面の持参、郵送、FAX、Eメール
※�持参の場合は、8時30分～17時15分（土日、祝日、
年末年始を除く）

提出・お問い合わせは、建築課（８階）
〒297-8511茂原市道表１番地
☎（20）1588、Ｆ（20）1606へ。
Ｍkentiku@city.mobara.chiba.jp

パブリックコメント（市民意見募集）を実施

南オーストラリア州

ソルズベリー市

シドニー

キャンベラ

▲ＭＯＢＡＲＡ ＰＡＲＫ（茂原公園）

お知らせ 市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
お問い合わせは、秘書広報課☎（20）1512、Ｆ（20）1601へ。5 広報もばら　2017.1.1
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◆
監
査
の
結
果

計
画
さ
れ
た
事
務
事
業
は
ほ
ぼ

順
調
に
進
行
し
て
お
り
、
関
係
諸

帳
簿
も
お
お
む
ね
適
切
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

◆
所
見

事
務
事
業
の
執
行
状
況
に
関
す

る
所
見
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
の

で
、
検
討
の
う
え
一
層
適
切
に
事

務
事
業
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

◎
社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
制
度
に
つ
い
て
は
、
本

格
的
な
情
報
の
連
携
が
始
ま
る
こ

と
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人

番
号
）
の
情
報
搾
取
を
目
的
と
し

た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
情
報
漏
え
い

な
ど
の
備
え
に
万
全
を
期
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
が
低
調
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
取
得
す
る
こ
と
の
利
点
や
利

便
性
に
つ
い
て
周
知
を
図
ら
れ
た

い
。

◎
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、

各
組
織
の
活
性
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
の
な
い
よ
う
地
域
の
実
情
に

平
成
28
年
度
の
定
期
監
査
結
果

の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す
。茂

原
市
監
査
委
員　

元
吉
敬
宇

茂
原
市
監
査
委
員　

鈴
木
敏
文

監
査
の
対
象
＝
総
務
部
、
企
画

財
政
部
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
、
本
納
支
所
、
議
会
事
務
局
、

農
業
委
員
会
事
務
局
、
会
計
課
、

監
査
委
員
事
務
局
／
監
査
の
期
間

＝
平
成
28
年
９
月
20
日
か
ら
11
月

10
日
ま
で
／
監
査
の
場
所
＝
茂
原

市
役
所
／
監
査
の
方
法
＝
監
査
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
各
所
管
の

財
務
に
関
す
る
事
務
事
業
が
効
果

的
、
経
済
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る

か
。
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努

め
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
、
組
織
及
び
運
営
の
合
理

化
に
努
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
前

回
の
指
摘
事
項
の
改
善
は
な
さ
れ

て
い
る
か
に
主
眼
を
置
き
、
提
出

さ
れ
た
資
料
・
関
係
諸
帳
簿
を
調

査
す
る
と
と
も
に
説
明
を
聴
取
す

る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
監
査
の

執
行
に
努
め
た
。

平
成
28
年
度

監
査
結
果
の
公
表（
そ
の
１
）

応
じ
た
防
災
資
機
材
の
点
検
、
整

備
を
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
災
害
時

の
避
難
所
運
営
は
困
難
を
極
め
る

た
め
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
と
と
も
に
訓
練
の
実

施
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
時
代
に
即
し
た

公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
茂
原
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
基
づ
い
た
施
設
数
や

規
模
、
配
置
な
ど
を
実
現
す
る
に

あ
た
り
、
市
民
と
市
が
公
共
施
設

に
関
す
る
情
報
と
問
題
意
識
を
共

有
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
民
へ
の
積
極
的
な
説
明

を
行
う
な
ど
情
報
の
発
信
に
努
め

ら
れ
た
い
。

◎
広
報
発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、

広
報
媒
体
の
工
夫
、
取
組
み
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
事

務
事
業
の
趣
旨
を
市
民
に
周
知

す
る
た
め
、
広
報
効
果
の
把
握
、

フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
検
証
を
さ
れ

た
い
。

◎
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

は
、
職
員
の
健
康
管
理
は
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
診
断
の
受

診
等
、
積
極
的
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
改

正
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

義
務
化
に
伴
い
全
職
員
を
対
象
に

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
就
業
上

の
改
善
に
つ
な
げ
ら
れ
た
い
。

◎
公
共
工
事
の
発
注
、
施
工
時
期

の
平
準
化
に
つ
い
て
は
、
工
事
の

品
質
確
保
や
担
い
手
の
中
長
期
的

な
育
成
に
重
要
な
こ
と
か
ら
、
予

算
措
置
さ
れ
た
事
業
の
早
期
契
約

に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
庁
舎
老
朽
化
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
庁
舎
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
基
盤
で
あ
り
、
ま
た
、
災

害
発
生
時
に
は
、
情
報
収
集
や
災

害
対
策
活
動
を
迅
速
に
実
施
す
る

た
め
の
防
災
対
策
本
部
で
も
あ
る

の
で
、
維
持
管
理
更
新
が
特
定
の

時
期
に
集
中
し
な
い
よ
う
に
努

め
、
財
政
負
担
を
平
準
化
し
て
い

く
た
め
、
改
修
等
の
実
施
時
期
、

工
法
、
費
用
等
を
示
す
保
全
計
画

を
作
成
し
、
計
画
的
な
改
修
等
を

検
討
さ
れ
た
い
。

◎
茂
原
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ

い
て
は
、「
共
生
と
共
創
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
め
ざ
す
た
め
、
市
民

は
じ
め
、
市
民
等
へ
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
と
責
務
の
理
解
、
周
知
に
積

極
的
に
取
組
ま
れ
た
い
。
ま
た
、

条
例
が
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め

に
は
地
域
の
協
力
（
協
働
）
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
立
ち
上

げ
な
ど
取
組
ま
れ
た
い
。

◎
国
際
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

国
際
交
流
は
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
国
際
交
流
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
市
民
へ
よ
く
認
知
し
て

も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い

ろ
い
ろ
な
機
会
を
利
用
し
交
流
状

況
の
発
信
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
給
与
所
得
者
に
係
る
個
人
住
民

税
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
千
葉
県
及
び
県
内

市
町
村
で
は
給
与
天
引
き
の
徹
底

が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
特
別
徴
収

は
徴
収
率
向
上
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
さ
ら
な
る
徹
底
を
図
る
た
め

に
、
対
象
事
業
所
へ
周
知
、
呼
び

か
け
を
行
い
完
全
実
施
に
向
け
取

組
ま
れ
た
い
。

◎
固
定
資
産
税
賦
課
事
務
に
つ
い

て
は
、
税
負
担
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
土
地
家
屋
に
つ
い
て
適
正

な
課
税
、
さ
ら
に
は
償
却
資
産
に

つ
い
て
は
実
施
調
査
要
領
に
基
づ

い
て
、
課
税
客
体
の
把
握
に
努
め

ら
れ
た
い
。

◎
市
税
等
の
収
納
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
も
収
納
率
の
向
上
に
取
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ

ら
な
る
取
組
み
と
し
て
納
税
者
へ

の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
、
マ

ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
導
入
な
ど
一
層

の
取
組
み
を
図
ら
れ
た
い
。
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◎
議
会
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
の

二
元
代
表
制
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

合
議
制
の
議
決
機
関
と
し
て
、
市

民
の
多
様
な
民
意
を
的
確
に
捉
え

市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
市

民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

一
層
開
か
れ
た
議
会
に
取
組
ま
れ

た
い
。
ま
た
、
議
会
報
告
会
の
開

催
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
等
の
改
革
を
実
施
し
て
い
る

が
、
引
き
続
き
議
会
に
対
し
関
心

を
持
た
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

◎
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
農

地
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
目
的
で

あ
る
、
面
的
集
積
計
画
、
農
地
分

散
状
況
の
把
握
に
よ
り
、
貸
借
に

よ
る
農
地
交
換
な
ど
の
計
画
、
立

案
や
農
地
利
用
が
で
き
る
か
ど
う

か
の
見
極
め
な
ど
を
含
め
耕
作
放

棄
地
対
策
に
取
組
ま
れ
た
い
。
ま

た
、
時
代
に
即
し
た
新
し
い
農
業

形
態
で
の
運
営
や
意
欲
あ
る
新
た

な
担
い
手
の
育
成
、
確
保
に
向
け

調
査
、
研
究
さ
れ
た
い
。

◎
投
票
率
向
上
に
つ
い
て
は
、
茂

原
市
の
18
、
19
歳
の
投
票
行
動
を

み
る
と
投
票
率
が
県
内
で
も
平
均

以
下
で
あ
っ
た
の
で
、
共
通
投
票

所
設
置
、
高
校
生
の
投
票
所
で
の

選
挙
事
務
臨
時
職
員
と
し
て
活

用
、
さ
ら
に
は
期
日
前
投
票
の
商

業
施
設
へ
の
増
設
な
ど
投
票
者
の

利
便
性
を
図
る
こ
と
に
よ
る
投
票

率
向
上
の
た
め
の
調
査
、
研
究
を

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
子
ど
も
の
時

か
ら
選
挙
の
意
義
、
仕
組
み
を
教

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
模
擬
選
挙
等
を
通
し
啓
発
に

努
め
ら
れ
た
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

監
査
委
員
事
務
局
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
６
０
、Ｆ
⒇
１
６
０
７
へ
。

■

新
築
さ
れ
た
認
定
長
期
優
良
住
宅

に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額

「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
基

づ
き
認
定
さ
れ
た
住
宅
を
新
築
し

た
場
合
、
当
該
家
屋
に
係
る
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
要
件
（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
）

①
平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
新

築
さ
れ
た
住
宅

②
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け

て
新
築
さ
れ
た
住
宅

③
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
１
／
２

以
上
で
、
か
つ
50
㎡
（
戸
建
以

外
の
貸
家
住
宅
に
つ
い
て
は
40

㎡
）
以
上
２
８
０
㎡
以
下
の
住
宅

◆
減
額
内
容

新
築
後
５
年
間
（
一
般
の
住

宅
）
ま
た
は
７
年
間
（
３
階
建
以

上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等
）、
床

面
積
が
１
２
０
㎡
以
下
の
住
宅
部

分
に
つ
い
て
、
税
額
が
１
／
２
と

な
り
ま
す
。

◆
手
続
き

新
築
し
た
翌
年
の
１
月
31
日
ま

で
に
、
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を

受
け
て
新
築
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る

こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■

１
月
は
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
期
間
で
す

法
人
・
個
人
で
事
業
（
工
場
・

商
店
・
農
業
・
ア
パ
ー
ト
経
営
・

太
陽
光
発
電
事
業
な
ど
）
を
営
ん

で
い
る
場
合
、
所
有
し
て
い
る
事

業
用
資
産
（
機
械
・
器
具
・
舗
装

等
の
構
築
物
・
備
品
な
ど
）
に
は

償
却
資
産
分
と
し
て
固
定
資
産
税

が
か
か
り
ま
す
。
茂
原
市
内
に
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
償
却
資

産
の
所
有
状
況
を
１
月
31
日
ま
で

に
市
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

所
有
し
て
い
る
資
産
を
確
認
の

上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
告
期
限
間
近
は
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
」
に
よ
る
電
子
申
告
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

資
産
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
９
、Ｆ
⒇
１
６
０
９
へ
。

防
災
・
防
犯
情
報
を

「
ま
い
ぷ
れ
」で
配
信

市
と
株
式
会
社
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

リ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
株

式
会
社
マ
ッ
ク
ス
は
、
11
月
16
日

に
「
茂
原
市
防
災
・
防
犯
情
報
の

配
信
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、「
も
ば
ら
安
全

安
心
メ
ー
ル
」
で
配
信
し
た
情
報

を
地
域
情
報
サ
イ
ト
「
ま
い
ぷ
れ

茂
原
市
・
長
生
郡
」
に
掲
載
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
、
防
災
情
報
お

よ
び
防
犯
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｈhttp://m
obara-chosei.m

ypl.
net/

◆
も
ば
ら
安
全
安
心
メ
ー
ル
と
は

市
の
防
災
・
防
犯
に
関
す
る
情

報
を
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
配
信

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
茂
原
市
の
安
全
安
心
情
報

を
い
ち
は
や
く
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、情
報
料
は
無
料
で
す
（
パ

ケ
ッ
ト
料
金
は
利
用
者
の
負
担
）。

［
登
録
方
法
］

・
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以
外
の
携
帯

電
話
か
ら
は
、
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
登

録
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
課
防
災
対
策
室
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９
、Ｆ
⒇
１
６
０
２
へ
。

固定資産税に
関するお知らせ



１　職員の任免及び職員数に関する状況
⑴採用・退職者数について（平成27年度）

採用者数 退職者数
41 43

２　職員の給与の状況
⑴職員の平均給与月額等について� （単位　円）

職　種
平成27年４月１日現在

平均年齢
平均給与

月額 給料 諸手当
一般職 42.6歳 416,088 332,483 83,605
技能職 50.9歳 361,076 325,959 35,117

職　種
平成28年４月１日現在

平均年齢
平均給与

月額 給料 諸手当
一般職 41.9歳 409,965 320,200 89,765
技能職 51.1歳 336,566 302,800 33,766

⑵平成28年度中の人件費削減方策
給料 地域手当

次の割合を乗じた額を減額
6級以上の職員（管理職）
　　　　　　　　　  2/100
その他の職員　　　  1/100

給料月額を基礎として算出す
る手当については減額後の額
を基礎として算出

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴勤務時間の状況について

開始時刻 終了時刻 休憩時間 休息
8：30 17：15 12：00～13：00 無

４　職員の分限及び懲戒処分の状況
⑴職員の分限処分の状況について（平成27年度）

降任 免職 休職 降給
０ ０ 37 0

⑵職員の懲戒処分の状況について（平成27年度）

戒告 減給 停職 免職
0 0 0 0

５　職員の服務の状況
⑴年次休暇の状況（平成27年１月１日～12月31日）

平均使用日数 消化率
8.7（日） 22.7（％）

⑵育児休業及び部分休業の状況（平成27年度）

育児休業取得者数 部分休業取得者数
男性職員 　0 　0
女性職員 25 30

計 25 30

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
「茂原市職員人材育成基本方針」を策定し、職員の育成に努

めている。
職員研修では、新規採用職員研修、管理・監督者研修等の内

部研修の他、千葉県自治研修センターや市町村アカデミー等の
外部研修機関による職員階層別研修、専門研修を行っている。

また、職員の執務について定期的に能力や実績等に関しての
勤務成績の評定を行い、その評定の結果に基づき、昇給や昇任
等を行っている。平成28年度より、勤務成績の評定に代えて
新たに人事評価制度を導入し、従来以上に人材育成に力を入れ
ていく。

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
職員の安全と健康を確保し、快適な職場環境を形成するため

に、総括安全衛生管理者、産業医、衛生管理者等の選任及び安
全衛生委員会等の運営を行っている。

さらに事業者責任として、職員の健康管理状態を把握し、健
康障害や疾病の早期発見を行うため、定期健康診断を毎年実施
している。また、平成28年度よりストレスチェック制度を導
入し、職員のメンタル不調を未然に防ぐように努めている。

⑴公務災害発生件数の状況（平成27年度）
公務災害 通勤災害

0 0

⑵�地方公務員等共済組合法による共済制度（H28.4.1現在、特別職を含みます。）
千葉県市町村職員共済組合 公立学校共済

602 10

⑶�千葉県市町村職員互助会（H28.4.1現在、特別職を含み612名が加入）
地方公共団体が共同して職員のために実施する厚生制度に併

せて、会員の相互共済により、福祉増進の事業等を行う。
⑷茂原市職員厚生会

地方公務員法の規定に基づき、職員の会費を原資として、職
員の福利厚生を図るため、各種事業への助成や会員相互の祝い
金、見舞金等の給付事業を行う。

８　職員の競争試験及び選考の状況
⑴職員採用試験の状況（平成27年度実施）

職　　種 応募者数 受験者数 採用者数
（H28.4.1）

一 般 事 務 職 176 140 20
土 木 技 術 職 25 17 5
建 築 技 術 職 4 4 1
保 健 師 1 1 1
栄 養 士 12 　9 1
歯 科 衛 生 士 11 10 1
保育士・幼稚園教諭 35 30 3

９　特別職・議員の報酬� 平成28年４月１日現在（単位　円）

特別職
本　則 支給額 削減額

市　長 900,000 855,000 ▲45,000
副市長 775,000 736,250 ▲38,750
教育長 700,000 665,000 ▲35,000

議　員
報酬額

議　長 485,000
副議長 435,000
議　員 405,000

※６月、１２月に支給される賞与（期末勤勉手当）の年間支給月数は、特別職、
議員、一般職ともに4.3カ月分です。

茂原市人事行政の運営等の状況 お問い合わせは、職員課（４階）
☎（20）1518、Ｆ（20）1602へ。
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市
で
は
、
父
親
が
育
児
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
母
親
の
育
児
負
担

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
育
児
を

通
し
て
夫
婦
の
絆
を
深
め
、
父
親

が
楽
し
み
な
が
ら
主
体
的
に
育
児

が
で
き
る
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
食
を
通
じ
て
家
族
の
健

康
を
支
え
る
調
理
実
習
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　
２
月
11
日
㊗

９
時
30
分
～
13
時
（
受
付
９
時

15
分
～
）

◆
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
講
師

滝
村
雅
晴
氏（
パ
パ
料
理
研
究
家

㈱
ビ
ス
ト
ロ
パ
パ
代
表
取
締
役
）

※
父
親
の
調
理
実
習
中
、
妊
婦
お

よ
び
母
親
は
助
産
師
に
よ
る
産

前
産
後
の
ヨ
ガ
を
し
て
お
待
ち

い
た
だ
け
ま
す
。

ヨ
ガ
講
師
＝
小
野
裕
子
氏
（
若

草
助
産
院
助
産
師
）

◆
対
象

育
児
中
の
父
親
、
妊
婦
の
夫
、

お
よ
び
そ
の
家
族
（
お
子
さ
ん
の

託
児
が
ご
希
望
の
場
合
は
、
申
込

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
）

◆
費
用　
材
料
費
３
０
０
円
／
人

◆
持
ち
物

【
父
親
】
筆
記
用
具
、
父
子
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
拭
タ
オ
ル

【
妊
婦
お
よ
び
母
親
】
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い

服
装
、
腰
ひ
も
、
５
本
指
靴
下

◆
募
集
人
数　
25
組
（
先
着
順
）

お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、Ｆ
�
１
８
６
５
へ
。

育児パパおとこ塾
父親による調理実習セミナー
「パパっとクッキング」

参加者募集

　　　ちば南東部地域若者 
サポートステーション（通称：サポステ）

ちば南東部地域若者サポートステーションは、厚生労働省の委託を受
け、15～39歳までの若者やその保護者の方を対象に、就労に向けた支援
を行っています。
キャリアコンサルタントなどによる専門的な相談や、スキルアップを目
的とした様々なプログラムの提供など、一人ひとりの状況に合わせた就職
活動をサポートしています。
一人でも多くの若者が、社会的・職業的
に自立できるよう、サポステが支援します
ので、お気軽にご相談ください。
◆受　付　月～金曜日　９時～17時
　　　　　（年末年始、祝日を除く）
◆場　所　市役所９階
◆利用料　無料

お申し込み・お問い合わせは、ちば南東部地域若者サポートステーション
☎（23）5515、Ｆ（23）5515へ。
Ｈhttp://chiba-nanto-saposute.jp

ご存じですか？

第３回もばら冬の七夕まつりを開催します
茂原市は、関東屈指の夏祭り「茂原七夕まつり」と「冬の七夕まつり」
で、織姫と彦星が年２回会える街です。１月16日から２月14日までの１
カ月間、市役所周辺と市役所脇の豊田川（通称：天の川）がイルミネー
ションで輝きます。
今年は、手作りPETボトル灯篭イルミネーションや男女ペア歓迎キャ
ンペーンなど、参加型のイベントも実施。幻想的な景色の中で、特別な
人と、特別な日を一緒に体験しませんか？

◆日　時　２月11日㊗　12時～20時
　　　　　※イルミネーション点灯期間：１月16日㊊～２月14日㊋
　　　　　　イルミネーション点灯時間：17時30分～21時
◆会　場　市役所市民室、市民広場、南側駐車場、天の川、中央公民館

お問い合わせは、商工観光課（６階）　☎（20）1528、Ｆ（20）1604へ。



11/16

市内二宮保育所において、田中市長が一日保育所
長に就任しました。市長と園児たちは、ペットボト
ルなどの身近なものでカスタネットやマラカスを手
作りし演奏。

また、園児たちと手遊びや給食で一緒のテーブル
を囲み交流を深めました。素敵な演奏と園児たちの
元気が溢れ、笑顔いっぱいの一日でした。

みんなの元気が曲に乗って
市長が一日保育所長に就任

▲①フラッグとパネルを使った歓迎セレモニー ②手遊びをして盛り上がりました ③みんなでリズムに合わせて演奏

11/14
農事組合法人新治営農組合が受賞

全国優良経営体表彰

平成28年度全国優良経営体表彰における受賞報告
のため、新治営農組合が市長を訪問しました。この
賞は、経営改善に積極的に取り組み、かつ地域農業
の振興に寄与している個人、法人、集落営農に贈ら
れるもの。

新治営農組合は、経営改善努力や後継者の確保育
成と幅広い地域貢献活動などが評価され、集落営農
部門において「全国担い手育成総合支援協議会会長
賞」を受賞しました。▲代表理事 三枝義男さん（中央）、理事 鬼原文幸さん（右）

▲気持ちも姿勢も真っ直ぐ前を向いて

茂原市小学生議会が市議会議場において開催され、
市内小学校から28人が参加しました。これは、議会
運営の体験を通じて、民主的な行政の進め方を理解
するために開催しているものです。

代表14人による本物の議会さながらの一般質問が
行われ、茂原を想う気持ちと緊張感がヒシヒシと伝
わってきました。

11/15 ハイ！議長！！
茂原市小学生議会

❶

❷ ❸
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長生小中学校体育連盟は、児童・生徒の表現力の
向上を図ろうと、長生郡小中学校ダンス発表会を市
民体育館で開催しました。

参加した児童・生徒たち約400人は、日頃の練習の
成果を存分に発揮し、素晴らしいダンスで観客を魅
了していました。

〔優秀賞〕中学校リズムダンスの部（白子中３年）
中学校創作ダンスの部（本納中１年）

▲動作を交えてのピッチング指導

福祉施設の子どもたち51人と南総少年野球国際交
流連盟の少年選手151人が参加した福祉野球教室が、
茂原市営球場で開催されました。これは毎年、スポー
ツを通じて思いやりの心を育むため茂原市社会福祉
協議会の主催により開かれているもの。

少年野球選手たちは、現役プロ野球選手の分かり
やすい指導に、目を輝かせて話を聞いていました。

技術指導もさすがプロ！
第５回千葉ロッテマリーンズ福祉野球教室

12/3

▲〔優秀賞〕小学校の部「～探検・八幡山へ行こう～」（鶴枝小４年）

▲茂原市文化協会は、昭和63年に設立されました

平成28年度千葉県教育功労者表彰の受賞報告のた
め、茂原市文化協会の細谷菜穂子会長、川下 溢

みつる

副会
長（左）、清水博也副会長（右）が市長を訪問しました。

この表彰は、永年にわたり、千葉県の教育・文化の
発展に寄与した個人及び団体に贈られるもの。茂原市
文化協会は、市内の芸術文化団体の相互理解を深める
とともに、芸術文化の振興、発展に寄与したことなど
が評価され受賞となりました。

千葉県教育功労者表彰
茂原市文化協会が受賞

11/16

11/16ダンス！ダンス！ダンス！
第28回長生郡小中学校ダンス発表会

茂原市中央地区社会福祉協議会は、周辺自治会の
お年寄りに園児との交流や歌謡ショーなどを通じ楽
しんでもらうため、高師保育園で「いきいきふれあ
い交流会」を開催しました。

これは、同協議会が毎年行っているもので、今年
で19回目。園児の歌や遊戯、歌謡ショーなど盛りだ
くさんの内容で、参加者は皆いきいきとした表情を
していました。 ▲園児らからプレゼントをもらう参加者

楽しいひとときを
いきいきふれあい交流会

11/15

11 広報もばら　2017.1.1
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歯
周
病
検
診
・
妊
婦
歯
科
検
診　

２
月
２
日
㊍
／
受
付
＝
妊
婦
歯

科
検
診
13
時
～
13
時
20
分
、
歯
周

病
検
診
13
時
40
分
～
14
時
40
分
／

対
象
＝
妊
婦
お
よ
び
40
歳
以
上
５

歳
刻
み
の
節
目
の
方
（
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
・
45
歳
・

50
歳
・
55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・
70

歳
・
75
歳
・
80
歳
に
な
る
方
）／

費
用
＝
５
０
０
円
／
場
所
＝
保
健

セ
ン
タ
ー

と
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、
Ｆ
�
１
８
６
５

茂
原
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
説
明
会

２
月
13
日
㊊
13
時
30
分
～
／
場

所
＝
市
役
所
５
０
２
会
議
室
／
告

示
日
（
立
候
補
届
出
日
）＝
４
月

16
日
㊐
／
投
票
日
＝
４
月
23
日
㊐

７
時
～
20
時

と
選
挙
管
理
委
員
会
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
９
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

「
平
成
28
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
が
届
き
ま
す

平
成
28
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、

国
民
年
金
な
ど
の
老
齢
ま
た
は
退

職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
取
ら
れ
た
方
に
、
平
成
28
年
分

と
し
て
支
払
わ
れ
た
年
金
の
金
額

や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
等

を
お
知
ら
せ
す
る
「
平
成
28
年
分

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

１
月
中
旬
か
ら
１
月
下
旬
に
か

け
て
順
次
発
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
確
定
申
告
な
ど
を
す
る

場
合
に
添
付
書
類
と
し
て
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
は
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
、

源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
ご
夫
婦
で
そ
れ
ぞ
れ
年
金
を
受

け
て
い
て
も
、
年
金
の
種
類
な
ど

に
よ
っ
て
源
泉
徴
収
票
の
配
達

日
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５
、

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

☎
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
６
５
へ
。

65
歳
以
上
の
方
も
雇
用
保
険
の

適
用
対
象
と
な
り
ま
す

１
月
１
日
以
降
、
新
た
に
雇
用

さ
れ
た
65
歳
以
上
の
労
働
者
に
つ

い
て
も
、「
高
年
齢
被
保
険
者
」

と
し
て
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
が
、
平

成
28
年
12
月
末
ま
で
雇
用
さ
れ
、

平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
も
継
続

し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
雇
用
保

険
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
も
保
険

料
の
徴
収
は
、
平
成
31
年
度
ま
で

免
除
さ
れ
ま
す
。

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茂
原

☎
�
８
６
０
９

１
１
０
番
は
社
会
の
安
全
を
守

る
緊
急
電
話
で
す
！

県
内
で
、
１
１
０
番
を
か
け
る

と
、
千
葉
市
内
に
所
在
す
る
「
千

葉
県
警
察
本
部
通
信
指
令
室
」
に

つ
な
が
り
ま
す
。

警
察
本
部
で
は
、
通
報
内
容
を

聞
き
な
が
ら
、
同
時
に
警
察
署
や

パ
ト
カ
ー
な
ど
に
無
線
で
手
配
し

て
い
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
お

話
し
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
０
番
通

報
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

所
在
地
や
目
標
物
等
を
確
認
し
、

通
話
中
は
出
来
る
限
り
場
所
を
移

動
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

運
転
中
は
必
ず
停
車
し
て
通
話
し

て
く
だ
さ
い
。

と
千
葉
県
警
察
本
部
相
談
サ
ポ
ー

ト
コ
ー
ナ
ー

☎
０
４
３
（
２
２
７
）
９
１
１
０

（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０
）

※
祝
祭
日
を
除
く
平
日
８
時
30
分

～
17
時
15
分

と
茂
原
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

健
康
生
活
推
進
員
さ
ん
の 

「
減
塩
教
室
」
参
加
者
募
集

１
月
24
日
㊋
９
時
30
分
～
13
時

30
分
（
受
付
９
時
15
分
～
）／
対

象
・
募
集
人
数
＝
市
内
在
住
の

方
・
25
人
（
先
着
順
）／
費
用
＝

５
０
０
円
／
場
所
＝
東
郷
福
祉
セ

ン
タ
ー
／
講
話
＝
お
い
し
く
減

塩
！
高
血
圧
予
防
／
調
理
＝
乳
和

食
で
減
塩
（
乳
清
ご
は
ん
、
ふ
わ

ふ
わ
が
ん
も
ど
き
、
か
ぼ
ち
ゃ
の

ミ
ル
ク
そ
ぼ
ろ
煮
、
わ
か
め
と

き
ゅ
う
り
の
酢
の
物
、
減
塩
み
そ

汁
、
い
ち
ご
カ
ス
タ
ー
ド
）／
持

ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
／
締

切
＝
１
月
16
日
㊊
ま
で
に
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
／
主
催
＝
茂
原
市
健
康

生
活
推
進
員
会
・
東
郷
支
部

と
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、
Ｆ
�
１
８
６
５

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

 

募
集

合
、
避
難
所
を
立
ち
上
げ
ま
す

が
、
運
営
を
行
う
の
は
市
職
員
の

ほ
か
、
自
治
会
や
自
主
防
災
会
、

避
難
者
で
す
。
ゲ
ー
ム
で
運
営
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

２
月
18
日
㊏
13
時
30
分
～
16

時
／
場
所
＝
五
郷
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
申
込
締
切
＝
１
月
31
日
㊋
／

募
集
人
数
＝
40
人
（
先
着
順
）

と
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

茂
原　

鈴
木
政
一

☎
�
５
９
０
８

平
成
29
年
度
千
葉
県
生
涯
大
学

校
入
学
生
募
集

募
集
期
間
＝
１
月
４
日
㊌
～
２

月
28
日
㊋
／
資
格
＝
健
康
、
仲
間

づ
く
り
、
社
会
参
加
に
興
味
の
あ

る
千
葉
県
在
住
の
55
歳
以
上
の

方
／
願
書
配
布
＝
生
涯
大
学
校
外

房
学
園
、
市
高
齢
者
支
援
課
、
地

域
振
興
事
務
所
（
長
生
合
同
庁
舎

内
）、
県
高
齢
者
福
祉
課
※
郵
送

希
望
者
は
、
１
４
０
円
切
手
を
貼

付
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
２
）
を

同
封
し
左
記
へ
郵
送
。
な
お
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
／
願
書
提
出
先
＝
〒
２
６
０

－

０
８
０
１
千
葉
市
中
央
区
仁
戸

名
町
６
６
６

－

２

と
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

☎
０
４
３
（
２
６
６
）
４
７
０
５

呂
場
な
ど
か
ら
出
る
す
べ
て
の
排

水
を
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽

が
あ
り
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り

便
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
環

境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
、
合

併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え
ま

し
ょ
う
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま

た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
、
そ

の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
補
助
の
要
件
等
、
く
わ

し
く
は
設
置
工
事
の
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
金
額

・
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換

=

39
万
円

・
く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換

=

31
万
円

と
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

お
知
ら
せ
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合
、
避
難
所
を
立
ち
上
げ
ま
す

が
、
運
営
を
行
う
の
は
市
職
員
の

ほ
か
、
自
治
会
や
自
主
防
災
会
、

避
難
者
で
す
。
ゲ
ー
ム
で
運
営
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

２
月
18
日
㊏
13
時
30
分
～
16

時
／
場
所
＝
五
郷
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
申
込
締
切
＝
１
月
31
日
㊋
／

募
集
人
数
＝
40
人
（
先
着
順
）

と
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

茂
原　

鈴
木
政
一

☎
�
５
９
０
８

平
成
29
年
度
千
葉
県
生
涯
大
学

校
入
学
生
募
集

募
集
期
間
＝
１
月
４
日
㊌
～
２

月
28
日
㊋
／
資
格
＝
健
康
、
仲
間

づ
く
り
、
社
会
参
加
に
興
味
の
あ

る
千
葉
県
在
住
の
55
歳
以
上
の

方
／
願
書
配
布
＝
生
涯
大
学
校
外

房
学
園
、
市
高
齢
者
支
援
課
、
地

域
振
興
事
務
所
（
長
生
合
同
庁
舎

内
）、
県
高
齢
者
福
祉
課
※
郵
送

希
望
者
は
、
１
４
０
円
切
手
を
貼

付
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
２
）
を

同
封
し
左
記
へ
郵
送
。
な
お
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
／
願
書
提
出
先
＝
〒
２
６
０

－
０
８
０
１
千
葉
市
中
央
区
仁
戸

名
町
６
６
６

－

２

と
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

☎
０
４
３
（
２
６
６
）
４
７
０
５

■市民相談 執務時間内/場所・問合せ=生活課（2階）☎（20）1505
■結婚相談（登録制） 執務時間内/場所・問合せ=生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）

1月12日㊍、13時～15時/場所=5階504会議室
1月24日㊋、13時～15時/場所=5階504会議室/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 1月27日㊎、10時～15時/場所=5階504会議室/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 1月10日㊋、13時～16時/場所=市役所5階504会議室
1月26日㊍、13時～16時/場所=本納公民館/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日  9時30分〜16時（12時〜13時までを除く）/場所・問合せ=消費生活センター（生活課内）
☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談 （要電話予約）1月10日㊋、2月6日㊊  10時～12時、13時～16時/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■助産師相談 （要電話予約）1月5日㊍、1月19日㊍  9時30分～11時30分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■6カ月乳児相談 1月19日㊍（平成28年7月生）受付=9時30分～10時、13時30分～14時/場所・問合せ=保健センター
☎（25）1725

■1歳6カ月児健康診査 1月17日㊋（平成27年7月生）受付=13時～13時20分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■2歳児歯科健康診査 2月16日㊍（平成26年8月、9月生）受付=9時～10時10分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■3歳児健康診査 1月18日㊌（平成25年7月生）受付=13時～13時20分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■健康相談 月～金曜日  10時～12時、13時～16時/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■子育て相談
   　（予約制）

１月２０日㊎/内容＝子育て、発育、発達に関すること/対象＝就学前までの親子/場所＝保健センター☎(25)1725/
問合せ=子育て支援課☎(20)1573

■ことばの相談
   　（予約制）

１月１３日㊎、２０日㊎、２７日㊎9時30分～15時／内容＝ことばに関すること/対象=就学前までの親子/場所=保健
センター☎(25)1725/問合せ=子育て支援課☎(20)1573

■家庭児童相談
　DV相談 執務時間内/内容=子育て、児童虐待、DVなど/場所・問合せ=子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■保育相談 月〜金曜日  10時〜15時/場所・問合せ=各市立保育所または子育て支援課（2階）☎（20）1573
■心配ごと相談 毎週水曜日（祝日を除く）  9時〜15時/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■無料法律相談 １月２５日㊌　13時～16時(要電話予約)/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■健康相談 毎週火・水・金曜日13時～16時（行事の都合により、閉室の場合あり）/場所・問合せ=総合市民センター
☎（24）9511

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜17時（火曜日のみ9時〜12時） /場所・問合せ=生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 執務時間内/場所・問合せ=青少年指導センター☎（22）4466

■高齢者総合相談
執務時間内/場所・問合せ=茂原市地域包括支援センター☎（20）1583、茂原市みなみ地域包括支援センター
☎（20）2626、茂原市ほんのう地域包括支援センター☎（36）2123、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター
☎（26）7525

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています。/問合せ=県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2249
■県民相談 執務時間内/場所・問合せ=長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830
■教育相談 執務時間内/場所・問合せ=東上総教育事務所相談室☎（23）4460

■長生健康福祉
　センター

不妊相談、こころの健康相談、精神障害者社会復帰事業（デイケアクラブ）、エイズ相談、HIV等抗体検査、
性感染症検査、肝炎ウィルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、母子
父子自立支援などを行っています。/場所・問合せ=長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）5167
※太字は予約制
DV相談（来所相談は予約制）専用電話☎（22）5565
障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

相 談 日

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和27年1月2日～昭和27年2月1日）は、第1
号被保険者の資格取得となります。1月15日頃までに保険証（被保険
者証）を郵送します。
　お問い合わせは、高齢者支援課（2階）　☎（20）1572、FFＦ（20）1610へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和17年2月2日～昭和17年3月1日）は、現在加入
の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入するこ
ととなります。今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。
　お問い合わせは、国保年金課（2階）　☎（20）1503、FＦ（20）1600へ。

納期限のお知らせ
●市県民税（第４期）
●国民健康保険税（第７期）
■納期限は、1月31日㊋
※コンビニエンスストアでも納付できます。 
※納税には便利な口座振替をご利用ください。
 お問い合わせは、収税課（2階）

  ☎（20）1578、 FＦ（20）1609へ。
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名　称 曜　日 時　間 内　容 場　所 連　絡　先

会
員
募
集

❶ ひまわり会 第3木曜日 9時～13時
家庭料理一般／対象＝一般(初心者歓迎) ／費用＝月1,200
円（年10回）

中央公民館 ☎23-4973　高島

❷ 茂原マジッククラブ 第3土曜日 18時～21時 マジックの基本と応用／対象＝一般／費用＝月2,000円 中央公民館 ☎25-9334　富田

❸ 道表会 第1・3金曜日
13時30分～
16時

書道。月刊誌「書星」の課題および臨書の学習／対象＝
一般／費用＝月2,300円

中央公民館 ☎24-5674　伊藤

❹ 新舞みや美之会 毎週日曜日 13時～16時 新舞踊／対象＝一般（初心者歓迎）／費用＝月2,500円 鶴枝公民館
☎090-2737-3992 
宮下

❺ 本納俳句会 第3木曜日 13時～16時
四季を通じて、講師指導の元に俳句を親しむ。見学歓迎／対
象＝一般／費用＝月800～1,000円

本納公民館 ☎23-3919　浜井

❻ 陶遊会 第2・4木曜日 9時～12時
陶芸／対象＝一般（初心者歓迎）／費用＝2,000円（別途材
料費）／定員＝2～3人

総合市民センター ☎23-2576　田中

❼ あざみ会
第2･4水曜日 18時～21時

池坊いけ花＆フラワーアレンジメント/費用＝1回1,000円～
/対象＝一般、初心者、男性、お子様も歓迎

総合市民センター
☎090-7223-2163　 
内山

第2・4土曜日 13時～17時

❽
茂原カヨウエコーズB 
(ハーモニカ初心者教室）

第2・4木曜日
13時30分～
15時30分

童謡・叙情歌等がじきに吹けるようになります／対象＝一般
(初心者歓迎) ／費用＝月2,000円

総合市民センター ☎38-0027　越智

❾ 書友会 第2火曜日 14時～16時 書道全般／対象＝一般／費用＝月1,750円 総合市民センター ☎24-1628　中山

� 新寿橡の会 第2水曜日 13時～16時
俳句の実作と選句。講師との自作の質疑応答／対象＝一般／
費用＝月500円

総合市民センター ☎25-0858　髙橋

� 中国語発音教室　初級 毎週日曜日 10時～11時 声を出して中国語の発音練習／対象＝一般／費用＝無料 総合市民センター
☎090-2643-5288　 
久保

� さわやか歌謡クラブ
第2・3・4
金曜日

12時～16時
月1回先生のレッスン。譜面を書き、ここはこのように歌う
ということを笑いを交えながら教えてもらいます／対象＝
65歳以上／費用＝3カ月2,000円(別途入会金2,000円）

総合市民センター ☎23-4620　森屋

� 豊田絵画同好会 第1・3木曜日 13時～16時
鉛筆デッサンから油絵の大作まで。基本から教えます/対
象＝一般（初心者歓迎）/費用＝月2,000円

豊田福祉センター
☎090-2768-8847　 
岩瀬

イ
ベ
ン
ト

❶
骨董がらくた市とフリー
マーケット

1月7日㊏・
21日㊏

8時～13時 大駐車場にて開催 藻原寺前
☎090-4950-6193 
小曽根

❷ 家族介護教室 1月14日㊏
14時～
15時30分

「高齢者にやさしい住宅改修」／講師＝住環境コーディネー
ター　一戸氏・加藤氏（福祉用具の株式会社チヤフルキョ
ウエイ）／対象＝一般／費用＝無料

しょうじゅの里茂原
☎27-1165　 
しょうじゅの里 茂原　
鎗田

❸
平成28年度 

「心の健康市民講座」
1月16日㊊ 14時～16時

講演会「あるがままに、よりよく生きる」～森田療法の視点
から～／講師＝佐藤裕子先生（茂原神経科病院診療部長）／
対象＝一般（要予約）／定員＝80人(先着順) ／費用＝無料／
申込締切＝1月11日㊌

長生合同庁舎 
（茂原1102－1）

☎22-5167　
長生健康福祉センター
地域福祉課

❹
米作り8 
わらづと納豆を作ろう

1月21日㊏
9時30分～
12時30分

自分でわらを編んで、有機大豆でわらづと納豆を作る／対
象＝中学生以上／定員＝15人／費用＝500円／持ち物＝植
木バサミ、新聞紙、バスタオル、使い捨てカイロ

千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

☎0470-86-5251　 
千葉県いすみ環境と文
化のさとセンター

❺ ススキでミニほうきを作ろう 1月22日㊐
9時30分～12時

（雨天中止）

ススキやオギを取り、枯穂を使ってミニほうきを作る／対
象＝小学生以下は保護者同伴／定員＝20人／費用＝300
円／持ち物＝剪定バサミ、軍手、作業できる寒くない服装

❻ 里山の鳥の観察 1月29日㊐
8時30分～12時 

（雨天中止）

里山にはどんな鳥がいるのでしょう？観察に行きましょう／
対象＝小学生以下は保護者同伴／定員＝20人／費用＝無
料／持ち物＝寒くない里山を歩く服装、観察道具

千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター
周辺

☎0470-86-5251 
千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

❼
未就業歯科衛生士
復職支援研修会

1月22日㊐・
29日㊐

9時30分～17時
対象＝歯科衛生士資格を有する未就業の方／費用＝無料／
定員＝40人（先着順）

千葉県歯科医師会館
☎043-241-6471 
千葉県歯科医師会

❽
勝浦歌劇団第一回公演 
オペラ　カルメン

1月29日㊐
14時開演 

（開場13時）

どうすることもできない愛憎のメロドラマを藤原歌劇団の
スターたちが歌い上げる／チケット＝一般前売り2,000円

（当日2,500円）、高校生以下前売り1,500円(当日2,000円)

勝浦市芸術文化交流
センター

☎0470-73-1001 
勝浦市芸術文化交流
センター

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。

●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●会員募集は、市内の公共施設等で活動している団体のみの掲載とします。

●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。

★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。

●
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
直
接
各
代
表
者
へ
。

●
掲
載
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

秘
書
広
報
課
（
3
階
） 

☎
⒇
１
５
１
２
、  

Ｆ
⒇
１
６
０
１
へ
。

●
3
月
1
日
号
掲
載
の
原
稿
の
締
め
切
り
は
１
月
25
日
水
で
す
。
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藻
原
寺
山
門
の
両
側
に
安
置
さ
れ

て
い
る
仁
王
像（
二
王
と
も
書
く
）
は

仁
王
様
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
金
剛
力
士
像
で
あ
る
。
門
の

正
面
向
か
っ
て
右
側
の
像
は
阿あ

ぎ
ょ
う形
の

金
剛
像
、
左
側
の
像
は
吽う

ん
ぎ
ょ
う形
の
力
士

像
、
共
に
髻

も
と
ど
りか
ら
足
の
裏
ま
で
の
高

さ
は
二
八
五
・
〇
㎝
で
、
材
質
は
桧
の

寄
木
造
り
で
あ
る
。

こ
の
金
剛
力
士
像
は
、
共
に
藻
原

寺
伽が

ら
ん藍
の
守
護
神
で
あ
る
。
金
剛
像

は
体
を
や
や
右
に
向
け
左
手
を
肩
ま

で
上
げ
持
物
の
金こ

ん
ご
う剛
杵し

ょ

を
持
っ
て
い

る
。
力
士
像
は
や
や
左
を
向
い
て
持

物
は
な
い
。
共
に
勇
猛
果
敢
な
相
を

し
て
い
る
。

新
た
に�

�

山
本　

明
美

の
ぼ
っ
て
来
た

今
日
の
太
陽

昨
日
と
は
ち
が
う

真
新
し
い

今
日
の
太
陽

昨
日
の
太
陽
は

き
の
う
の
夕
方

火
の
よ
う
に
赤
く

西
の
山
に

燃
え
落
ち
た
か
ら

も
う
い
な
い

薄
桃
色
に

澄
ん
だ
朝

の
ぼ
っ
て
来
た

今
日
の
太
陽
は

過
ぎ
た
日
の
こ
と
を

何
も
知
ら
な
い

た
っ
た
今

こ
の
瞬
間
か
ら

始
ま
る
こ
と
し
か

分
か
ら
な
い

踏
み
出
そ
う

前
を
向
い
て

新
し
い
時
の
中
へ

◎選評　斎藤正敏
　今日の太陽は今日の太陽。人間の視点からはそう見えますね。今日の太陽から踏み出す一歩。
はじまりは常に新鮮です。

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。 作品・氏名にふりがなをふってください。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511  茂原市道表1番地  茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

Ｎｏ.359
平成29年1月

こ
の
像
が
作
ら
れ
た
の
は
、
平
成

十
四
年
に
解
体
修
理
し
た
際
、
頭
部

内う
ち

刳ぐ

り
の
墨
書
銘
に
よ
り
明
ら
か
に

な
っ
た（
仁
王
像
の
寄
進
者
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
七
年
広
報
も
ば
ら
七

月
一
日
号
に
寄
稿
し
た「
藻
原
寺
の
山

門
を
造
り
、
大
堂
を
改
修
し
た
書
家　

花
房
雲
山
」
を
参
照
）。

作
者
は
、
関
東
大
仏
工
相
州
鎌
倉

住
法
印
長
盛
、
小
仏
工
等
で
あ
る
。

阿
形
の
金
剛
像
に
は
、「
壬
戌
年
九

月
十
八
日
木
取
初
」
と
あ
り
、
そ
の

後
に「
水
神
山
湲
年
七
月
一
日
成じ

ょ
う
じ
ゅ就

畢お
わ
ん
ぬ」
と
あ
る
。
壬
戌
年
は
永
禄
五

年（
一
五
六
二
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

木
取
り
の
始
ま
り
は
、
同
年
の
九
月

十
八
日
で
、
成
就
し
た
日
は
、
吽
形

の
力
士
像
と
同
様
、
翌
六
年
の
七
月

一
日
と
思
わ
れ
る
。

吽
形
の
力
士
像
は
、「
永
禄
陸ろ

く
み
ず
の
と癸

亥い

柒し
ち

月
一
日
」
と
墨
書
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
永
禄
六
年（
一
五
六
三
）
七
月

一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
阿
形
の
金
剛

像
と
同
様
成
就
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
他
仁
王
堂
と
金
剛
力
士
像

を
寄
進
す
る
事
に
合
わ
せ
て
近
隣
の

僧
俗
等
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
永
禄
年
間（
一
五
五
八

～
一
五
七
〇
）
と
い
う
時
代
は
ど
の

様
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
世
は
正

に
戦
国
時
代
、
織
田
信
長
が
台
頭
し
、

関
東
に
あ
っ
て
は
、
小
田
原
北
条
氏
、

安
房
里
見
氏
と
の
抗
争
に
、
甲
斐
の

武
田
氏
、
越
後
の
上
杉
氏
も
絡
み
混

沌
と
し
た
政
治
情
勢
の
中
、
野
田
醤

油
の
祖
と
言
わ
れ
る
飯
田
市
郎
兵
衛

が
豆た

ま
り油
か
ら
醤
油
を
醸
造
し
、
甲
斐

の
武
田
氏
に
溜た

ま
り
じ
ょ
う
ゆ

醤
油
を
納
め
た
と
さ

れ
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

近
隣
で
は
、
勝
浦
城
主
の
正
木
時

忠
が
、
主
家
の
里
見
氏
に
反
旗
を
翻

し
、
同
族
の
一
宮
城
主
正
木
憲
時
を

攻
略
、
こ
の
戦
火
で
一
宮
玉
前
神
社

が
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
な
ど
不
安
定

な
時
代
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
現
在
の
山
門（
仁
王
門
）

は
、
昭
和
八
年
に
建
替
え
ら
れ
藻
原

寺
の
み
な
ら
ず
茂
原
の
象
徴
と
も

な
っ
て
い
る
。
筆
者
が
幼
い
頃
古
老

達
は
藻
原
寺
の
こ
と
を
大
坊（
デ
ー
ボ

ウ
）
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
、
総

門
か
ら
山
門
ま
で
の
参
道
に
坊
が
多

く
建
て
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、

坊
が
な
く
な
り
参
道
の
両
脇
に
松
が

植
え
ら
れ
、
藻
原
寺
へ
行
く
度
、
古

老
か
ら
こ
の
松
の
木
に
は
天
狗
が
住

ん
で
い
る
と
よ
く
聞
か
さ
れ
た
事
が

あ
る
。
そ
れ
程
の
松
の
大
木
が
生
い

茂
り
，
松
の
間
か
ら
仁
王
門
の
屋
根

が
微
か
に
見
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。

現
在
は
松
に
代
り
桜
並
木
と
な

り
、
花
見
客
で
大
い
に
賑
う
名
所
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

信
夫

▲阿
あぎょう

形の金剛像▲吽
うんぎょう

形の力士像

藻
原
寺
の
仁
王
様

金こ

ん

剛ご

う

力り

き

士し

像ぞ

う



防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信

もばら安全安心メールを
　　　　　　ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
　「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
　右の二次元コード

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０２

フリーアクセス　　しみんは　　１ １ ９

●携帯電話、
　P H Sからは

災害情報確認

【利用例】
●NHK総合テレビのデータ放送⇨
　「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
　⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
　⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

　昨年8月20日、神奈川県にある日産スタジアムで、
第32回全国小学生陸上交流大会が開催されまし
た。この大会で見事80ｍハードル第６位に輝いた
のは、豊岡小学校６年生の梅村胡春さんです。梅
村さんは、市および長生郡市小学校陸上競技大会
を新記録で優勝、７月に行われた千葉県選考会で
も優勝しこの全国大会に出場しました。
　小学校では陸上部とバスケットボール部に所属。
速く走れるようになったのもバスケットボールでの
練習のおかげで、この走る楽しさがハードルを始
めたきっかけとのことです。
　「大会では、走る、跳ぶ楽しさで緊張はほとんど
ないです。何も考えないで80m先のゴールを見て
います」と気持ちの強さも伺える梅村さん。楽し
むことが、競技するたびに更新される自己記録に
繋がっています。陸上部ハードル担当の小玉先生

は、「競技中ミスをしても気持ちが下がらないし、
何事においてもハートが強い子」と話します。体
調が悪い時も部活を休まず、ノートを持って見学。
また、大会の翌日でも日課のストレッチや自ら課題
を決めて学校の勉強もするという頑張りようです。
　最後に将来のことを伺うと、「まずは中学、高校
と陸上を続けられれば一番です。本を読むことが
好きなので編集の仕事に就きたい気持ちもありま
す」と話してくれました。ハードル競技のように、
ゴールを見据えな
がらも一つ一つ跳
び越えようと考え
ている梅村さん。
これからもその強
さでどんな目標を
も跳び越えます。

SPOT スポット

梅村　胡
こ
春
はる
さん（豊岡小６年）

第32回全国小学生陸上交流大会
80mハードル第６位

走るのが好き。
好きだから走る。

《内科系》 《外科系》

1月 1日㊐ 鵜澤医院� ☎34ー2008 宍倉病院� ☎24ー2171

1月 2日㊊ 豊栄元氣クリニック�☎40ー4884 茂原中央病院�☎24ー1191

1月 3日㊋ 清水三郎医院�☎25ー0776 君塚病院� ☎25ー1811

1月 8日㊐ すだ内科医院�☎24ー7717 塩田記念病院� ☎35ー0099

1月 9日㊊ 金坂医院� ☎22ー4885 宍倉病院� ☎24ー2171

1月15日㊐ 大木医院� ☎23ー2546 三枝医院� ☎25ー2203
※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。
中央消防署指揮情報係☎ Ｆ へお問い合わせください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

（プッシュ回線・携帯電話）

●防災行政無線が
　再確認できます ０１２０（４３８）１１９

☎０４７５（２２）７２９０

19時〜翌6時
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